
令和６年度 八千代市認知症初期集中支援チーム検討委員会会議 次第 

 

日 時 令和７年２月１０日（月） 

１８：３０～２０：００ 

場 所 市役所旧館２階 第１・２会議室 

 

１．新委員紹介 

２．議題 

（１） 八千代市の認知症施策と取組について 

（２） 令和６年度 認知症初期集中支援チームが関わった事例について 

 （３） その他 

 



八千代市認知症初期集中支援チーム検討委員会　委員名簿

任期　R5.2.1-R8.1.31

委員推薦依頼先団体名 委員名

1 一般社団法人八千代市医師会 中村　明澄

2 一般社団法人八千代市医師会 三浦　伸義

3 一般社団法人八千代市歯科医師会
中澤　正博

→稲山　雅治 ※

4 一般社団法人八千代市薬剤師会
小川　敦

→松本 孝章 ※

5 八千代病院認知症疾患医療センター 池城　緩厘弥

6 八千代市訪問看護師会 岩﨑　千昇

7 八千代市介護サービス事業者協議会 柴田　茜

8 八千代市介護サービス事業者協議会
吉田　裕貴

→有本　多可江 ※

9 やちよケアマネ・ネットワーク 水戸部　亜紀子

10 社会福祉法人翠燿会（委託包括） 松田　淳子

11 社会福祉法人清明会（委託包括） 関根　太郎

※小川 敦氏　　  委嘱期間：R5.2.1～R6.10.30
　 松本 孝章氏　 委嘱期間：R6.11.8～R8.1.31

※吉田 裕貴氏　　 委嘱期間：R5.2.1～R6.3.19
　 有本多可江氏　 委嘱期間：R6.3.27～R8.1.31

※中澤 正博氏　 委嘱期間：R5.2.1～R5.9.15
　 稲山 雅治氏　 委嘱期間：R5.10.2～R8.1.31



八千代市の認知症施策・取組について（令和6年度・令和7年度）

【目指す姿】認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域の良い環境で暮らし続けることができる

令和6年度 令和7年度
（１）認知症に関する理解促進
1）認知症サポーター養成講座の開催
　①認知症サポーター養成講座の実績

　②小学生向けの認知症サポーター養成講座開催について　【重点②】
　　・教育委員会へ相談。周知できる場の検討を行った。
　　・公民館館長会議にて，講座開催を打診。
　　・小学生向け認知症サポーター養成講座の開催に向けて，体制づくりの為にキャラバン・メイトの交流会を実施。
　　　《日時》令和6年5月17日(金)14:00～16:00
　　　《場所》八千代市水道局
　　　《内容》「市の認知症施策の現状」「小学生向け認知症サポーター養成講座の模擬・解説」の講義後，
　　　　　　　　意見交換会を行った。
　　　《参加者数》地域包括支援センターのキャラバン・メイト　10人
　　　　　　　　　　　事業所に所属するキャラバン・メイト　11人

　③認知症サポーターになった方への今後の活動について検討　【重点③】
　　認知症サポーター養成講座受講者の活動については，引き続き検討が必要。

（１）認知症に関する理解促進
1）認知症サポーター養成講座の開催
　①小学生向けの認知症サポーター養成講座開催について検討【重点②】
　　・大和田公民館主催講座にて，小学生対象の認知症サポーター養成講座を開催。（予定）
　　・引き続き，教育委員会と認知症サポーター養成講座開催等
　　・認知症サポーター養成講座開催以外の普及啓発方法を検討する。

　②認知症サポーターになった方への今後の活動について検討【重点③】
　　引き続き，認知症地域支援推進員会議の中で検討していく。

２）認知症の日(9/21)及び月間(9月)に合わせた集中的な普及・啓発
　①フルルガーデン八千代での地域包括支援センター出張相談会
　　《月日》令和6年9月13日（金）13:00～16:00
　　《場所》フルルガーデン八千代
　　《内容》事前予約４人、直来が１人の計５人が利用。
　　　　　　地域包括支援ｾﾝﾀｰ職員が相談対応。
　　　　　　５人共認知症状のある本人の家族であり，
　　　　　　本人に対しての対応方法や接し方の相談であった。
　　　　　　本人の居住する圏域の地域包括支援ｾﾝﾀｰに情報共有
　　　　　　したり，医療機関に繋ぐ等の対応を行った。

2）認知症の日(9/21)及び認知症月間(9月)に合わせた集中的な普及・啓発
　認知症地域支援推進員（各地域包括支援センターに配置）と検討及び協働し，引き続き認知症に関する
　普及啓発を行う。令和7年度は，これまで以上に様々な領域の団体等に声かけし，普及啓発を行っていく。

　②パネル展示
　　《展示期間》
　　フルルガーデン八千代
　　令和6年9月3日(火)～9月13日(金)
　　八千代市役所
　　令和6年9月17日(火)～9月27日(金)

　③認知症特設展示コーナーの設置（市内図書館，市役所）

　⑤市職員有志及び地域包括支援センター職員によるオレンジTシャツ着用
　⑥広報やちよ特集号（9/1号）に記事を掲載

３）認知症講演会の開催
　【第1部】講演会，【第2部】認知症の方を介護する家族交流会として開催。
　第１回
　　《月日》令和6年9月19日（木）13:30～14:30
　　《場所》八千代市市民会館
　　《内容》　「認知症の基礎知識と関わり方」
　　　　　　　　認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ　八千代病院　認知症ケア専門士・精神保健福祉士　池城　緩厘弥氏
　　《参加者数》73人

　第２回
　　《月日》令和７年１月31日（金）13:00～16:00
　　《場所》八千代市市民会館
　　《内容》「認知症の方を介護する家族の声」
　　　　　　　　認知症の人と家族の会　千葉支部　斉藤早苗氏
　　《参加者数》　人

３）認知症講演会の開催
　市主催の認知症講演会を開催し，市民普及啓発の１つの機会とする。
　認知症地域支援推進員や地域の関係者が把握している，「本人や家族が困っていることや聞きたいこと」を
　聴取し，テーマに反映させる。

（２）相談先の周知
1）八千代市認知症安心ガイド(認知症ケアパス)の発行
　　令和7年2月に更新し，発行・配付予定
　　　【配布予定先】医療機関・歯科医療機関・薬局・支所・地域包括支援センター・保健センター

2）広報やちよ特集号（9/1号）に相談窓口等を掲載

（２）相談先の周知
1）八千代市認知症安心ガイド(認知症ケアパス)の発行

2）広報特集号の掲載

（３）本人・家族の声に積極的に聴く
1）聴く場の開催の検討
　①本人・家族交流会の開催
　　開催を検討したが，スタッフ側の体制整備不足や目的が定まらなかったこと等により開催を見送った。

　②他団体の情報収集・本人ミーティング等の開催に向けて検討
　　本人ミーティングを既に定期開催している他市や八千代病院で開催した本人・家族の会の視察を行った。その結果を
　　踏まえて，各地域包括支援ｾﾝﾀｰに配置している認知症地域支援推進員と本人ミーティング開催に向けて検討。
　　総合相談等で相談を受ける際，本人等の声を拾い上げるアンテナを高くしておこうという共通認識を持ち，月１回
　　開催している会議で情報共有している。

2）本人，家族の声が聴ける場（認知症カフェ等）に積極的に訪問する
　　認知症カフェに出向いたり，運営者に定期的に様子を伺った。

（３）本人・家族の声を積極的に聴く  【重点①】
１）本人や家族の声を聴く場の検討
　認知症地域支援推進員（各地域包括支援センターに配置）や関係団体等と検討。

２）本人，家族の声が聴ける場(認知症カフェ等)に積極的に訪問する
　認知症カフェの開催場所の圏域地域包括支援センターの認知症地域支援推進員を中心に後方支援を
　行っていく。

【現状】認知症の方(本人)・家族の意思が反映された施策になっていない。また，認知症に関する地域の理解度も低く，認知症の方が暮らす良い環境ではない。
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【令和6年度の重点取組について】
①本人・家族の声を聴く
　本人ミーティング開催に向けて，視察を行い検討した。
　認知症地域支援推進員（各地域包括支援ｾﾝﾀｰに配置）と，本人や家族の声を聴く必要性を共有した。
②認知症サポーターの対象拡充
　小学校向け認知症サポーター養成講座開催に向けて関係機関と検討を行ったり，開催に向けての体制
　づくりを行えた。
③居場所づくり
　主に，認知症地域支援推進員がチームオレンジの後方支援を行い，継続的に活動・運営を行えた。

【令和７年度の重点取組について】
①本人・家族の声を聴く
　認知症地域支援推進員をはじめとする全ての支援者が，認知症の本人や家族の声を聴き，
　誰もが住みやすい地域を皆で一緒に作っていく。
②認知症サポーターの対象拡充
　小学生向け認知症サポーター養成講座開催に向けて検討しつつ，それ以外の普及啓発方法も検討。
③居場所づくり
　認知症カフェ等の本人や家族が，気軽に集まり話せる場の増設を検討するとともに，
　既存の居場所の後方支援を継続する。

【課題】

・認知症本人の意見を聴けていない・認知症の人の家族の意見を聴けていない。

・認知症基本法についての理解を深めるための勉強会未開催

・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座の受講経験が約3～6％(介護保険ﾆｰｽﾞ調査より)であり， 地域の方の理解力も低い可能性が高い。

・認知症ｶﾌｪやﾁｰﾑｵﾚﾝｼﾞ等の居場所が少ない

【重点取組】

①本人・家族の声を聴く

②認知症サポーターの対象拡大

③居場所づくり

資料１

Tｼｬﾂ着用

市役所フルルガーデン八千代

相談会

R4 R5 R6(12月末)

一般 12回(225人) 15回(416人) 13回(396人)

学生向け 3回(145人) 4回(197人) 3回(73人)

職域向け 6回(66人) 4回(64人) 2回(66人)



令和６年度 令和７年度

予
防

（１）地域包括支援センターによる介護予防教室の開催
　【介護予防教室※にて認知症をテーマに開催した件数】
※「運動」「栄養」「口腔機能」「認知症」のカテゴリーで内容を検討し開催。（複数テーマも可）

予
防

（１）地域包括支援センターによる介護予防教室の開催
　　引き続き，介護予防教室の１つのテーマとして実施する。

（１）総合相談での対応（地域包括支援センター）
　　地域包括支援センター（市内6か所）の新規相談の件数

．

（２）認知症初期集中支援チーム
１）チームに繋いだ人数
　　新規５件（R7．1月末）
　　前年度からの継続２件

２）地域包括支援支援センターとの連携強化会議
　　地域包括支援センター・八千代市認知症初期集中支援チーム・市とで連携強化会議を開催。

（３）認知症の人の家族交流会　開催
　　　【第1部】講演会，【第2部】認知症の方を介護する家族交流会として開催。
　第１回
　　《日時》令和6年9月19日（木）14:45～16:00
　　《場所》八千代市市民会館
　　《参加者数》13人

　第２回
　　《日時》令和７年１月31日（金）13:00～16:00
　　《場所》八千代市市民会館
　　《参加者数》

（４）医療介護従事者向け研修会の開催
　　《日時》令和6年7月25日(木)　19時～20時30分
　　《会場》八千代市　市民会館
　　《参加者数》29人
　　《内容》八千代市認知症診療連携の会及びエーザイ株式会社主催で「地域の『困った』をひも解く糸口」
　　　　　　　「アルツハイマー病の早期診断と診療連携～抗A β抗体薬時代の認知症診療～」をテーマに
　　　　　　　多職種研修会を開催。

　

（２）認知症初期集中支援チーム
　　令和７年度も引き続き，認知症初期集中支援チームと地域包括支援センターが円滑に連携が行える
　　よう，連携強化会議を行う。また，市と認知症初期集中支援チームも情報共有に努める。

（３）認知症の人の家族交流会　開催　【重点①】【重点③】
　　引き続き，定期的に開催する。また，家族交流会にて，自由に話をするだけでなく，こちらが聴きたい
　　内容も聴いていく。(地域で暮らしている中で困っていること等)

（４）医療介護従事者向け研修会の開催
　　令和７年度も引き続き，八千代市認知症診療連携の会及びエーザイ株式会社主催の研修会を開催
　　予定。市も協力し開催する。

（１）チームオレンジの支援
　チームオレンジ（サロン愛宕MORE，ユーアイおれんじカフェ）に対して，活動場所の圏域である地域包
　括支援センターの認知症地域支援推進員が定期的に訪問し，どのような活動を行っていくのか運営者と
　一緒に検討したり，参加者支援等の運営の為の後方支援を行った。
　

（１）チームオレンジの立ち上げ及び支援　【重点③】
　　引き続き，令和5年度にチームオレンジとして立ち上がったグループに対して，認知症地域支援推進員
　　が後方支援を行いつつ，市も定期的に訪問し，認知症に関する情報を提供を行ったり，今後の活動内
　　容のを一緒に検討する等の支援を行う。
　　また，新規チームオレンジの設置についても引き続き，検討を行う。

（２）介護予防サロン運営者向け研修会

　認知症地域支援推進員より「サロンやサークル等に参加していた方が，認知症になり参加しづらくなり

　退会し居場所が無くなる」という課題が挙がった。認知症になっても地域のコミュニティに通い続けられる
　ような介護予防サロンである為に，認知症に関する基礎知識や対応方法について講義した。
　また，自分事として認識してもらう為に「もし，自分が認知症と診断されたら」というテーマでグループワークも
　実施。
　
　　《日時》令和6年8月29日（木）14:00～16:00
　　《場所》八千代市福祉センター

　　《参加者数》47名

（３）はいかい高齢者家族支援サービス

　はいかいをする傾向のある高齢者を介護している家族に，位置情報システムを利用する費用の一部を助成。

（２）はいかい高齢者家族支援サービス
　引き続き，状況把握に努める。

（４）SOSネットワーク

　はいかいにより行方不明となった高齢者等を，警察署などの協力団体によるネットワークを利用することに

　　より，早期に発見し保護している。

（３）SOSネットワーク
　引き続き，状況把握に努める。
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（１）総合相談での対応（地域包括支援センター）　【重点①】
　　地域包括支援センターの総合相談にて，引き続き相談対応を行う。
　　総合相談時に本人や家族の声を聴いた際には，記録しておき，各地域包括支援センターで作成する
　　認知症推進事業計画に反映させたり，認知症地域支援推進会議（月1回開催）にて共有する。
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R4 R5 R6(12月末)

介護予防教室総数 79 77 74

運動 67 52 48

栄養 23 29 24

口腔 8 24 18

認知症 38 36 33

年　度 R4 R5 R6(11月末)

利用実人員(人) 14 13 15

件数(件) 95 91 90

年　度 R4 R5 R6(12月末)

利用実人員(人) 13 14 5

件数(件) 13 14 5






